《確認シート②》
　　年　　組　　番　　　
～　京都議定書　～
　京都議定書は　　　年に国立京都国際会議場で行われた　　　　で採択されました。

　気候変動枠組み条約第一回締約国会議（　　　　）がドイツのベルリンで、ベルリンマンデートと呼ばれる締約国の義務の強化、発展途上国への新たな義務は課さないなどといった文書が合意された。これが後に協議され、まとめられた結果京都議定書として現されました。

　京都議定書には目標達成をより容易にするために、　　　　　　　　と呼ばれる制度を定め、その利用を認めています。この制度は複数の国が協力して削減目標を達成するための制度であり具体的には　　　　　、　　　　　　、
クリーン開発エネルギーの３つがあげられる。この３つに共通しているのは、自国の目標を達成するために自国内での努力以外に他国から削減量を譲り受けるということである。
　京都メカニズムのほかにも削減目標に関して、いくつかの柔軟性を高めるための措置が採用されている。これも主に3つあり　　　　　方式、　　　　　、

　　　　　方式などがあるのです。
京都議定書における問題点には　　　　　　の問題、　　　　　　　問題、
　　　　　　　　問題、などがありまだまだこれからも協議が必要である。
